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カ ロ リー ネ ・フ ォ ン ・ヴ ォ ル ツ ォ ー ゲ ン の 結 婚 物 語

『物 語 集 』(1826/1827)に つ い て

星 野 純 子

1

カロ リーネ ・フォン ・ヴォル ツォーゲン(KarolinevonWolzogen1763-1847)は 、『アグネ

ス ・フオ ン ・リー リエ ン』(1796-97)成 功 の後 、短編集 と して二巻本 の『物語集』(1826-27)を

コ ッタ社 か ら、長編小説 『コル デー リア』(1840)を ブ ロックハ ウス社か ら、いずれ も「ア グネ

ス ・フォン ・リー リエ ンの著者 に よる」として出版 した。

本論 文で はこの 『物語集 』の7編 の短編 を と りあげ、作家 カ ロ リーネ の表現 を分析 、検討す

る。

この作 品集 には以 下の7編 の短編 がお さめ られ ている(初 出年 と頁数 を示 した)1)。

第1巻(1)『 しし鼻 の少女』(1825/100頁)

(2)『 自然 の治癒』(1826/143頁)

(3)『 ヴァル ター とナ ンニー』(1801/194頁)

(4)『 エ ドムン トとエ ンマ』(1804/90頁)

第2巻(5)『 アンナ ー 宗教改革時代 の書簡物語』(1827/222頁)

(6)『 誠実 に勝 るものな し』(1827/152頁)

(7)『 ジプ シーた ち』(1802/95頁)

この うち、『ア ンナ』『誠 実 に勝 る もの な し』 『自然 の治癒』の3篇 は この作品集 で初 めて発

表 され た もので あ る。 『ヴァル ター とナ ンニー 』『エ ドム ン トとエ ンマ』『ジプ シー た ち』は

1800-1804年 にか けて既 に『女性年鑑』(TaschenbuehftirDamen)に 掲載 され、『ヴァル ター と

ナ ンニー』は1801年 と1802年 にベル リンで海賊版 がでてい る。『しし鼻 の少 女』は1825年5月 か

ら6月 にかけて 『教養 ある人 々のた めの朝刊』(MongθnblattftirgebildetθStb'lldθ)に 連載 さ

れた。

まず それぞれの物 語のあ らす じをご く簡単にま とめてお く。

(1)『 し し鼻 の少 女』

ライム ン トとク ロチルデ は互 いを愛 してい るが 、彼 女 の鼻 は ギ リシャ風 ではな く、団子鼻

であるため、美 しい内面は完全に美 しい外面 を備 えてい るべ きでだ とい う理想 を追求す るライ

ムン トは彼女 に求婚 で きない。 クロチルデの友人 ラウラは友の話 を聞いて一計 を案 じ、ルーチ

ェ と名 の り、ライム ン トを誘 惑す る振 りをす る。理想的 な美女の ラウラにライム ン トは最初 は

夢 中にな るが、やがて彼女 を退屈だ と思 うよ うにな る。彼女のわ ざと らしさや独 占的要求 と比

べ て、 クロチル デの 自然 な純真 さと広い心の価値 を さとったライ ム ン トは彼女 こそ 「彼 の心 の
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故郷」だ と、彼女 の もとへ帰 り、二人は結 ばれ る。

(2)『 自然 の治癒』

ある湯 治場 で知 り合 った 二人 の男性 アル トウール とロター ルが互 いに 自分 の過 去 を語 り合

う。富裕 な商人 の息子 アル トゥール は純真 な少女 ローザ と知 り合い恋 にお ちる。 アル トゥール

は ローザ を愛 しなが らも、美 しい が派手で軽 薄 な既婚 女性 エル ヴィー レの魅 力 に もと らえ ら

れ 、二人 の女性 の間を揺れ動 く.ロ ーザは彼 の裏 切 りに シ ョックを うけ、母 と共 にライ ンの向

こ うへ逃れ る。彼女 の別れ の手紙 を読 んだアル トゥールは 自分の非 を悟 り、彼女 の跡 を追 うが

行方 を見失 う。彼 が知 り得 たのは、熱病 で生死の境 をさま よい、 どうにか回復 した ローザはい

ず こ とも知れ ぬ修道院 に身 を投 じた らしい とい うことのみで ある。その後 、相 次いで両親 を亡

くしたアル トゥール は、父の商売を継 ぎ、成功 をお さめ るが、心 は荒涼 として 、愛 も信頼 も希

望 も拒 まれ た生活 を送 っている。

一方
、士官学校 に学 ぶ ロタール は、寄 宿舎 の隣家 の娘 、清純 な リー ナに 心を奪 われ る。彼

女 には婚約者 があって ロタール は彼女 とは結 ばれ ないが、彼 女の思い出はいつ まで も彼 の心 に

生 きつづ けてい る。次 に、華や かで社交 的な既婚 夫人、ベ ラと恋仲にな り、恋敵 と決 闘 した ロ

タール は重傷 を負 ってボーデ ン湖畔 に逃れ 、修道 院に身 を寄せ ていたマ リー とい う少女 の世話

を うけて療養 す る。 ロタール はマ リー に情熱 を示す よ うに なるが、彼 女は それ を受 け入れ な

い。ひ とり旅立 ちなが らも、 ロタール の精神状態 を心か ら心配 した彼 女は、共通の友人 である

牧師 ゴ ッ トホル トにロタール のためには 自分 を犠牲 にす べきではないだ ろ うか、 と相談す る。

そ の手紙 を見せ られ たロタール はマ リー のや さしさと献 身に心を うたれて、 「自分は癒 され た」

と自覚 し、彼女 の申 し出は断 る。彼 はその後 、彼女 の面影 を心に抱きなが ら、孤独 な旅 を何年

も続 け、諦念へ の道 を歩 んでいるのである。

実 は ローザ とマ リー は同一人物 で、 二人の会話 をここで偶然 立 ち聞 き して しま った リンデ

ン夫人 こそが、彼女 だ とい うことが判 明す る。 彼女の友人 として登場 した リーナ(彼 女は少 し

前 に夫 を亡 くしていた)と ロタール は結 ばれ 、アル トゥール は 「彼 の全存在 を ローザの家族圏 に

捧 げ、子供た ちの運命 を気遣 い、教化 し、子供 たちは彼 を第 二の父 として敬 い、愛 した ので あ

る」(243)

(3)『 ヴァル ター とナ ンニー』

スイ スの美 しい谷 に隣 り合 って住む 田舎貴族 の子供 ヴァル ター とナ ンニー は愛 し合 い結婚

を約 束 してい る。裕福 な伯父 ローベル トの世話 で ヴァル ターは町にでて、軍務 につ く。純朴 な

ナ ンニーへの憧れ を胸 にいだきなが らも、彼 は しか し、 レオ ノー レとい う女性の魅力 に とらえ

られ る。 一方、故郷で は、伯父 がナ ンニー を 自分 の ものに しよ うと して、親 切 さを装 ってフラ

ンス語 その他の教育 をほ どこ し、彼女 を 自分好み の女性 に育て よ うとしてい る。 やがて ローベ

ル トは最 後の教育の仕上 げにナ ンニー を レオ ノー レの友 人のマダムHの もとに預け るべ く、町

に出 る。 世慣れた三人 に翻弄 され て、若 い二人 は互いの裏切 りを信 じて しまい、二人の誠実 さ

は様 々な試練に さ らされ る。終 に ローベル トの意 図 と誘 惑者 とい う正体 に気 づいたナ ンニー は
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逃 げ出 し、倒れ て、国境の修道院 に保護 され 、意識不 明に陥る。後 を追 うヴァル ター 、伯父 と

甥 の決 闘、 ヴァル ターの負傷、 レオ ノー レの登場 、伯父 は後 悔 し、 レオ ノー レは 自分 の軽率 さ

を悔や み 、意識 を取 り戻 した若 い二人 は結 ばれ る。 「誠 実 さと信頼が妊計 の あ らゆる企みか ら

二人を救 ったのだ った」。

(4)『 エ ドム ン トとエ ンマ』

中年 の教養 あ る紳士エ ドムン トはB未 亡人 の娘 エ ンマを愛 してい るが、 なかなか言 い出せ

ない。エ ンマ も彼 を尊敬 し信頼 しているが、彼 の態度 がはっき りしないた め、 自分の本 当の感

情 に気がつかず 、若 い士官 ホーエ ンベル ク と婚約す る。 ち ょ うどその頃、彼 女 は行 き倒れ にな

っていた スペイ ンの少女 ラファエラを助 ける。彼女 は ピレネー駐屯中に恋仲に なった ドイ ツ士

官 に捨て られ、彼 を追 って旅 して来 ていたのだった。 この士官がホーエ ンベル クで あるこ とが

わか り、礼拝堂 で祈 っているラフ ァエラに遭遇 した彼 は、エ ンマ との婚約 を解消す る。一方エ

ドムン トとエ ンマ も互 いの愛 を 自覚 して告 白し、二組 の幸福 な夫婦が出来あが ったの だった。

(5)『 アンナ ー 宗教 改革 時代 の書簡物語』

シュ ヴァーベ ンの騎 士の娘 ア ンナ が友 人ベル タに宛 てた手紙 、若 い宮 内官 オ ッ トマ ール ・

フォン ・ライ ンフェル トが友 人 ヴァル ター ・フォン ・シュ トラー レンに宛 てた手紙で物語 りは

構成 され る。ベル タ とヴァル ターは婚約者 とい う設 定であ る。 ア ンナ とオ ッ トマール は君主 の

結婚式 で互 いに知 り合 い、愛 しあ うよ うにな るが、実はオ ッ トマールは母親 の誓い によって聖

職 にっ くこ とが決 まっていた。 アンナは諦念 の決 心を して故郷を離れ、修道院 に入 ろ うとす る

が 、旅 の途 中で偶然 、オ ッ トマール の僧職授 与式 を 目撃す る。 その頃南 ドイ ツに広が った農民

の蜂起 とシュ ヴァーベ ン同盟 軍 との闘いに二人の運命 は巻 き込まれてい く。 このシュ ヴァーベ

ン同盟で オ ッ トマール は騎士 団所属 の騎士 としてア ンナの父の側で闘 っていた のだが 、そ の う

ちに主人公 たちはみ な、ル ターの思 考世 界に近づき、オ ッ トマールがその宗教上 の誓約 か ら解

放 された ために、恋人 たちの結婚 が可能 になったのだった。

(6)『 誠実 に勝 る ものな し』

大 きな暗 い森 、 どこか の侯 国 、 パラ ダイ スの よ うな孤 島 を舞台 とす るメー ル ヒェンで あ

り、騎士物語で ある。 「暗い森 の騎 士」アス トル フは君主の信望 を得て彼 に仕 えている。 実は彼

は君主 の兄 の息子 なのだが、邪悪 な侯 妃 リー リア(彼 女はオ リエ ン ト出身 で魔術 を巧 みに操 る)

が昔、殺 させ よ うとしたのを哀れ に思った人が森の隠者 に託 し、 自分 の素性 を知 らず に育った

の である。いつ まで も若 く美 しい リー リアはアス トル フに惚れ込み何 とか して彼 を我 が物 に し

よ うとしている。

一方
、 シュ ヴァー ベ ンの山の城砦 に住む 、貴族 の孤児、 リーベ ガル トは便 宜結婚 を強 い ら

れ るが、不思議 な夢 のお告げでそれ を逃れ、騎士ア ス トル フ と結 ばれ る。 リー リアの力 を恐 れ

るアス トル フは彼 女 を小 さな島 に匿 う。

夫 の死後 、ア ス トル フへ の求婚 を拒絶 され た リー リア はあ る夜 、魔法 を使 って この 島を訪
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れ る。 アス トル フの命 を救 うために、 リーベ ガル トを脅 して修 道院にいれ、 アス トル フには彼

女 は死 んだ と思わせ るこ とを誓 わせ る。

リー リア とア ス トル フの婚礼 の行列 で、彼 の二 匹の犬が突然 、群集 の 中の巡礼女 に とびつ

く。彼女 は死んだ と思われて いた リーベ ガル トだ った。逆上 した リー リアは毒 を塗 った刃で ア

ス トル フを刺 すが、 この とき、森 の隠者 が現れて彼 を生 きか え らせ る。 アス トル フと リーベ ガ

ル トは結 ばれ 、悔い改 めた リー リアは修道 院に入 る。

(7)『 ジプシーた ち』

若 い貴族 の娘 ア ロイー ジア は意 に添 わぬ結婚 を迫 られ るが、婚 礼の旅 の途上 で ジプ シー に

襲われ 、誘 拐 され る。 「次 の瞬 間の ことしか考 えない軽い子供 の よ うな民」の中 にあって も、何

か異質な もの をもった、首領 の息子 ロ ドリー ゴとア ロイー ジア は互 いに惹 かれてい く。実 は こ

の首領 はイ タ リア人で 、ロ ドリー ゴは彼 とあ る ドイ ツ侯 爵夫人 との間に生まれた子供 だった。

侯 爵夫人は恥辱 を避 けるために、不本意 な結婚を して息子 を育 てていたのだが、後 に彼 を父親

が さ らって ジプ シー の群れ に身 を よせ たのだった。母親 は息子 が溺れ 死んだ と思 って いたのだ

が、 占い女 を装 って現れ たア ロイー ジアの活躍 ですべてが明 らかにな り、父親 も「文 明世界」に

戻 り、若い二人 は結 ばれ る。

2

こ うして あ らす じを整 理 してみ る と、様 々なモテ ィー フを組 み合 わせ 、 ヴァ リエー シ ョン

を施 し、 いろん な味イ寸けを してあ るが、物 語の骨格 は同一で ある ことがわか る。男女 のカ ップ

ルが障害 を乗 り越 えて最終 的には幸福な結婚 に至 る とい うもので、変 わ らぬ愛、二人 の貞節 に

基づ く調和的 な愛 を称 える ものであ る。

そ の障 害は外 的障害 の場合 と内的障 害の場 合が ある。『ア ンナ』では宗教問題 、『誠実 に勝 る

ものな し』では邪悪 な侯妃 の横 恋慕、『ジプシーた ち』で は文 明社 会か らの離脱 とい う、主人公

た ちの置 かれ た外 的状 況の制約や 第三者の介入が その障害 である場合 には、二人 の愛情 は終始

揺 るがず 、貞節 さは貫徹 され 、結婚 とい う制度で完成す る ことにな り、歴史上 の過去や架空 の

国、文明化 され ない流 浪の民の群 れ を舞台 と したお とぎばな しの よ うな物語が できあがる。

それ に対 して障害 が主人公 た ちの内面 にあ る場 合、 間違 った順 列組 み含 わせ が最 終的 には

正 しい組み合わせ に到達す る とい う展開 にな り、男女 の心理 が分析 され るこ とになる。 その う

ち、『し し鼻 の少 女』では男性 が、『エ ドム ン トとエ ンマ』で は女性 が一時 的 に 自分 の気持 ちを

見誤 るが、結局 は全員 が正 しい組 み合わせ で結婚 とい う秩序 に落 ちつ く。

残 りの二作 では も う少 し人物 造形 も人物相互 の関係 も複雑 にな ってい る。 『自然 の治 癒』で

は最終 的に は ヒロイ ンは便宜結 婚 をす る し、『ヴァル ター とナ ンニー』では敵役 の男女 は古典

主義 的な明澄な世界 に収 ま らない人物 として造形 され るな ど、 どち らも物語 の基礎 となる構造

や秩序 が幾分危 うくなってい るのでは ない か と思 われ る節 がある。

さて しか し、 このよ うなハ ッ ピーエ ン ドに終 わ る恋愛物 語 とい うのは 、現代 の ソー プ ドラ
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マやハー レークイー ン小説に至 るまで女性 向の読み物の伝統で ある。 そ もそ も18世 紀末に女性

が小説 の読者 として登場 し始 めた ときにも、彼女た ちが求 めた のは愛 をテー マ とす る小説 であ

り、 「主人公 がただの一度 も恋 を しない」よ うな小説 を彼女 たちは 「不機嫌 に後悔 しなが ら投 げ

出」した のであ る2)。 また、偶然 に支配 された非現 実的な筋 の展 開や感 情過多 の心情表現 な ど

は昔 も今 も通俗 的 な文学 に共通 す る ものだろ う。 カ ロ リーネ の作品が掲載 され た『女性 年鑑』

のテーマやス タイル も同様 で あ り、 この よ うな通俗性 は彼女 自身 が子供 のころか ら慣れ親 しん

で きた読書世界で もあった。

カ ロリーネ の場 合 には これ に後 に彼女 が幅広 い古典 の読 書や シラー との交流 な どで身 につ

けた ワイマール 古典文化 の美学 的道徳 的規範 が付 け加 わる。 ゲー テ、 シラーの著 作は彼女 の

日々の愛読 書であ り、行動 の指針 ともなって いた。 そ こで、 ヒロイ ンたちは 『トゥー レの王』

を歌 い、『エ グモ ン ト』を観劇 し、『ヴァ レンシュタイ ン』を朗 読 し、背景で は『ヴィルヘル ム ・

マ イス ター』や 『優 美 さと威 厳』がパ ラフ レー ズ され 、『親 和力』の諦 念や 『鐘 の うた』の理念 が

反響 して いる。

しか しあ りきた りの通俗性や 高踏的趣 味 をこえて、彼 女の作品 に現実性 を与 えてい るのは

物語 に織 り込 まれ た 自伝 的な要素だろ う。彼女 の経験 した、強 い られ た不幸 な結婚 、母や妹 の

ために犠 牲 と して な され たボイル ヴィッツ との便宜結婚(Konvenienzehe)が いか に彼女 の トラ

ウマになっていたかは、カ ロリーネが幾度 も幾度 も、間違 った結婚 、強制 され た結婚 が危機 一

髪 とい うところで成 立 しな くな るとい うモ テ ィーフを使 わず にはおれ なかった ことか らもわか

る。 『ヴァル ター とナ ンニー』の ヴァル ター 、『誠 実 に勝 る ものな し』のアス トル フは ともに間

違 った相 手(レ オ ノー レ、 リー リア)と の婚 礼を挙 げそ うになる ところを、あわや とい うところ

で阻止 され る。

また、『ジプ シー たち』で は、強い られ た便宜結婚 をヒロイ ンが逃れ る ところか ら物語 が始

ま り、花婿 にイ寸き添われて婚 礼に向か うシー ンは と りわけ念入 りに描 かれ る。

叔 母は ア ロイー ジアが彼 女の運命 を全 うす るか どうか、心配 そ うに待 ち焦 がれ て、 しか

しわ ざ とら しい明 るさで、彼 女 の隣に座 っていた。 古い飾 り立て られ た馬車 はま るでガ

ラスで できた よ うだ った。 ア ロイ ージ アは彼 女 の頑 丈な花婿 の姿が いつ も 自分の脇 にい

るの を見 た。 彼 は立派 な覆 い で飾 られた素晴 らしい馬 に乗 り、祖 先 の一人 が トル コ人か

ら奪 った、ダイ アモ ン ドの握 りのつい たサ ーベル を さげていた。 円い火 のよ うに赤 い彼

の顔 は幾度 も微笑 みな が ら馬 車 の方に 向け られ た。 彼の誇 りは彼女 自身 よ り花嫁 を取 り

巻 いて い る壮麗 さを楽 しんで いる よ うだった。彼 の小 さな輝 く眼 はたいて いは車 の前 の

壮麗 な馬 に向 け ら、彼女 を見 るのは稀 だった。時 々彼 は拙劣 な冗談 でい っぱい の話 し掛

けを あえてや り、嫌 悪感 のた めに哀 れ な花 嫁の青 白い頬 に さっ と赤 みが さす の をにや に

や 笑い なが ら、それ を乙女 らしい恥 じらいの表情 と取 るのだ った。 ア ロイー ジアには こ

の婚礼 の華や かな色合 い も、 まるで黒 い葬 列 のよ うに思 え るの だった。 自然 の あ らゆ る

輝 きも光 も彼女 に とっては消 えて しま った。 彼女 は 自分 を憎 い人 の所有物 と見 ないわ け

にはいかなか ったか らで ある。(7-396)

メール ヒェン仕 立ての 『誠 実に勝 る ものな し』で も、前史 として、便宜結 婚 を強 い られ る ヒ
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ロインの状況や心理が不必要 なほ どに長々 と取 り上 げ られ る。

さ らに作者 は物語 を悲劇 で終 わ らせ る ことが で きず、 この童話 も、ア ス トル フが死 んだ と

思っていた妻 と再会 した とき、嫉妬 に駆 られ た侯妃 リー リアが振 るった刃 は毒が塗 って あった

た めに、彼 は即 死状態 になったの を、 リーベ ガル トが 「彼 の妻で ある私 こそが この勤 め を果 た

す にふ さわ しい」(6-368)と 、 自分の死 も恐 れず毒 を吸い取 って彼 を蘇生 させ 、そ の彼 女 を隠

者が秘薬で生 きか え らせ る とい う具合 に、滑稽 なほ どの ご都合 主義のハ ッピーエ ン ドになる。

作者 の妹 の シャル ロ ッテ ・シラー は子供 の ころの思 い出 として、姉 とその 頃同居 して いた

従姉 アマ ー リエが好 んだ 「お芝居 ごっこ」の ことを伝 えてい る。 「お 天気 が悪い と私 は隅 っ こに

座 ってカ ロ リーネ とアマー リエ が小説 の会話 を演 じるのを聞きま した。一人がいつ も作 品の ヒ

ロイ ンで、 出来事 を物語 る代 わ りに ドラマ として演 じるのです。 これ は とて も面 白い もので し

た。 …小説や ドラマ がす べてそ うであ るよ うに、 これ もいつ も結婚 で終わったのです。」3)この

子供 の ときの 「お芝居 ごっ こ」とは対照的 に、作者 の実人 生ではは じめ に不幸 な結婚 があったの

だ が、創作 では彼女 は話 を、便宜結婚 か らの逃 走で始 め る。逃 走は しか も ヒロイ ン 自身 の果 敢

な行動 に よってではな く、最後 の瞬 間に救 出者 が現れ る ことで実現 され、 ヒロイ ンは僥倖 に恵

まれ て無垢 の状態 に戻 り、幸福 な結婚 へ の道 へ と歩み 出す ことが可能 に な りので あ る。つ ま

り、物語 を紡 ぎ出す ときにカ ロリー ネが願 ったのは、 自分の実体験に何 らか の意味 ある解釈 を

ほ どこす ことではな く、 自分 の誤 った人生 を振 り出 しに戻 し、人生 を書 き変 えるこ となのであ

る。

自己救 出の願 望 の強 さは、逃 走 とい うモテ ィー フへ の こだ わ り、 ぎ りぎ りの と ころま で ヒ

ロイ ンを追 い詰 め、最後 の瞬 間に救 い手を出現 させ るとい う ドラマテ ィ ックな手法 、 ヒロイ ン

は最後 には無垢 なまま正 しい相 手の胸 に届 け られ るとい う構 造な どにも読み取 る ことができ る

だ ろ う。 これ を夢物語 と して語 るときには多少 の強引 さはあ って も、全体 として話 は うま くま

とめ られ る。例 えばカ ロ リーネについての詳細な伝 記を書いたカー ン=ヴ ァラー シュタインは

過去 の時代 の趣 味に合 わせ た彼 女の作品は我々には もはや読む に耐 えない として、作品の内容

は正面か ら取 り上 げない のに、『誠実 に勝 るものな し』だけは メー ルヘ ェン と して評 価 してい

るほ どである4>。

また、『エ ドム ン トとエ ンマ』は、お とぎ話 ではない けれ どヒロイ ンの感 情の錯誤 は あ くま

で一時的 な ものなので、冒険物語の要素を うま く投入 して、基本 的には男 も女 も貞節 を貫 くと

い うお話 としてま とまってい る。

3

しか し、男女の 心理 を掘 り下 げ分析 してその上 で結婚物語 を組 み立て よ うとす る と、カ ロ

リーネ は苦境 に陥 る。彼 女の創作の動機 は、上述 のよ うに 自己救 出にあったため、心身症 に陥

るほ どの痛 ま しい彼 女の人生経験(お よびそ こか ら得 られ る洞察)は いわば無視 され る ことにな

って しまい、人物描 写は類型化 され るか、 あるいは叙述 は どこかで飛躍が生 じ、何 かがはっ き

りしないままに物語が上滑 りして しま う。
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『し し鼻 の少 女』を見てみ よ う。美 女のルー チエ に魅惑 され たライ ムン トはや がて、彼女 に

は 「心 の奥底か ら出て きて あ らゆ るもの に永遠 の新 しさ とい う魔 力を与 えるゲーニ ウスの天 上

的 な命が欠 けてい る」(1-70)と 感 じるよ うに なる。 しか しルーチエ にク ロチルデ の存在 を答 め

られ る と、 「私 には女友達 がいます。 きわめて愛 ら しい機知 に富んだ少女た ちの一人です。 で

もあなた に対す る私の愛 と憧憬 はそれ がた めに真 実で ない とい うことは ないの です」(1-75)

と断言 して、ルー チエに こ う言 い返 され る。 「も しあなたが …私 との永続的 な結 びつ きを望 ん

でお られ るのな ら、私の感 じ方 を知っておいて も らわねばな りません。他の女性 との親 しい関

係 は、社 交的以 上の ものであれば私には様 々な不幸の原因 とな るで しょ う。すべ てか無か を私

の心は要求 してい るのです。 私のために女友達 をあ き らめ られない よ うな人は 、私へ の要求 は

すべ てあき らめた方が よいで しょ う」(1-75)。 こ う明言 されてや っ とライ ムン トはク ロチルデ

へ の友情 を捨 てる ことをはっき り拒 否す るわ けだが、 この場面 を作者 は こ う描写す る。 「彼 の

別れ の挨拶 には少 し不機嫌 な調子が見 られ、それ を美女の どんな魅惑的輝 きも和 らげ るこ とは

できなか った。彼 はルーチ エ にも う一度燃 え るよ うな視 線 を投 げか けて部屋 をあ とに した。」

(1-76)。 こ うして彼 は 「君 は愛 と忍耐 とあ らゆる高貴な感 情 にお いてなん と豊 かなんだ ろ う。

君 は私 の心を天 の露で生気 づけて くれ るのに、あの(ル ーチエの)愛 は私の心を地獄 の硬 直 した

エ ゴイズムへ と乾 澗び させ るこ としかで きない のだ.」(レ77)と 考 え、ク ロチルデ の もとに戻

り求婚す るのであ る。

この部分 は現代 の読者 な らこ う解釈 す る しかな いだろ う。美 女か ら男 女の二重 規範拒 否 を

面 と向か って宣言 され 、 自尊 心を傷 つけ られた男性 が美 女に未 練 を感 じなが らも、ひたす ら自

分 に純愛 を捧 げて くれ る家庭 的な少 女の もとに帰ってい くのだ と。 だが、作者はい ささかのイ

ロニー もま じえず に、 ライム ン トに臆 面 もな く 「すべ てが、すべ てが君には ある」(1-93)と ク

ロチルデ に向かって告 白させ るのである。 ク ロチルデ もライムン トも時代規 範にあった男女イ

メー ジの枠 を出ないた め、彼 らは真 に向かいあ うことはな く、せ っか くのル ーチエの挑発 に も

かかわ らず、恋人 同士 は心理 的緊張感 に欠 けたまま、結婚 とい う結末 に滑 り込んでい くので あ

る。

これ は『自然 の治 癒』にお いて も同 じで ある。 ここで は二人の男性 は様 々 なタイ プの女性 に

惹かれ るのだ が、 ヒ ロイ ンのマ リー は 「到達 できな い ものだ けが男 たちを刺激す る」(2-210)

のだ と、女 とは異なった男の在 りかた を容認す る。 シラー 、フンボル ト等 に よって構 築 された

女性性/男 性性 の理念 をその まま繰 り返 し、男性 の投影像 である女性 イメージ を女性 の 口か ら

も確認 してみせ るので ある。

アル トゥール の裏切 りに絶 望 し、 「二度 と情熱 を芽生 え させ まい」(2-219)と 決 心 した ロー

ザ(マ リー)は 、 ロタール に向かって、 「地上 の幸福で はな く、永遠性 に結 びっ く、有益 にす ご

した 日々 の静 け さと平安 を追求 すべ きだ とい うこ とが今や 私 にはわかったのです」(2-208)と

答 え、彼 の愛 を受 け入れず、聖女の よ うな生 き方 を選 ぼ うとす る。 ところがその後 、牧師 ゴッ

トホル トに次の よ うな手紙 を書 くので ある。

「あの若 い方 の状態 に私 は非常な不安 をお ぼ えます。 この破 壊的 な情熱 に きっかけを与 え

たの は私では ないだ ろ うか、彼 に対す る私の配慮 、心 か らの親切 が 、彼 を惑 わす よ うな
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色合 い を帯 び たので はないだ ろ うか と、 自問す るの です。 私 の心は 自由だ と感 じてい ま

す が、彼 の憧れ と彼 の悲 しみ はひそか な非難 の よ うに私 の心 に重 くの しか か ります 。す

べ て苦 しむひ とを助 ける よ うに と、私 の本 性 は私 に教 えてい ます。[…]私 は 自分 を犠牲

にす べ きな ので し ょ うか 。彼 の願 望 へ私 が 身 を捧 げて もそ こか らはい か な る幸福 の花

も、私 に とっては咲 き出 るこ とはあ り得 ない で しょ う。 で も彼 に とって は ど うなので し

ょ う。私 に とってです って?そ れ は 問題 にな りませ ん。 すべ ての地 上的望 み は私 の胸 で

は黙 してい るのです か ら。彼 に とっては?一 彼 は愛 しな が らも私 の傍 らで はいつ も孤

独 で不満 を感 じるこ とにな るので しょ うか。 いかな る平安 も我 々 の周 りには吹 くこ とが

出来 ないので しょ うか。 彼 のため に私 は 自分 を犠 牲 にす べ きなのか 、 ど うぞ あなた が決

めて下 さい。」(2-220-221)

そ して この 申 し出を ロタール が拒絶す る と、す ぐに彼 女は ある寡男 とま った く普通 の便 宜

結 婚 に入 り、 こ う総括す る。 「自然 が私 を癒 して くれ ま した。 他のひ との幸福 のため に身 を捧

げ よ うと考 えるこ とで 、私 は 自分 自身 の幸福 を見っ けたのです。 静かで献身的 な尊敬 で私 は リ

ンデ ン氏の妻 とな り、希望 に満 ちた男 の子ふ た りの世話 に没頭 したのです。」(2-231)

恐 らくマ リー の この 自己犠牲 と献身 は作者 がボイル ヴィ ッツ との結婚 を受 け入れ 、 シラー

への愛 をあき らめ、耐 える生活 を送 る中で 自分 を納得 させ るために考えた 自己正 当化 の論理 で

もあった だろ う。 これ を彼女 は激 しい情念 を浄化 した清澄 な境 地 とい う古典主義 の理想 と結 び

つ け、そ こで場所 を得 て生 きる女性像 を作 り出す。 しか しヒロイ ンのその時々 の決断 は、読 む

者 を納得 させ るほ どの内的必然性 としては描 かれ ない。 ロタールの情熱は拒否 しなが ら、マ ゾ

ヒズム ともいえるよ うな 自己犠牲 を申 し入れ るのはなぜ なのか、 ロタール とリンデ ン氏 の相違

は何 なの か、 リンデ ン氏 の場合 は情熱恋愛 でないか ら便 宜結婚 を受 け入れ るの か。読む者 は何

か説 明が抜 けている ような もどか しさを感 じて しま う。 情熱 恋愛の拒否、他者 の幸福 だけを願

う自己犠牲 の精神 、便 宜結婚 で得 られ る平安 がま るで三題噺 の よ うに強 引に結び つ け られ る

が 、作者 に とっての問題 は も う少 し別 の ところにあって、他 の説明や ちが う解釈 もあ り得 、異

な った分析 が必要 なのにそれ を避 けているのではないか、 とい う苛立ち を読む者 はおぼえて し

ま う。

例 えば別 の ところ、晩年 の回想 では彼 女は こ う書 く。 「…第二 の世 界、想像 の世界 が早 くか

ら私 を捕 らえ、卑俗 な現 実を遮 蔽 して くれ ま した。偉大 さを愛す るこ とが私 の幸福 で した。 わ

れ われ の魂 がその翼 をそ こに広げたい と思 う、甘美な畏催 を私は早 くか ら感 じていま した。一

っ の思想 のために、一 つの愛 のために一身を捧げ るこ と、イデー にお いて人間性 のすべて をわ

が もの とす る ことを、私は早 くか ら偉大 さと呼んでいたのです。…」5)マリー の 自己犠 牲の 申 し

出や他者 のために便 宜結婚 を受 け入れ るのは、偉大 さを求 めるカ ロリー ネが、偉大な ヒロイ ズ

ムの可能性 をそ こに見出 した とい うこ となのだ ろ うか。 しか し作者 自身 は この よ うな生 き方 か

ら身 を もぎ離 した とい うことを我々は既 に知 ってい るのだか ら、全体の構 造 としては実際 の 自

分 が排除 され て しま うよ うな世界 を彼女は理想 として語 る ことになるのであ る。 そ して彼女 は

自分が 内的に経験 した ことは 「卑俗な現実」として語 ろ うとしないのだか ら、 ヒロイ ンの内面 を

納得 のい くよ うには説 明で きないのは 当然か も しれ ない。
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いずれ にせ よ同時代 の現実 を生 きる男女 の内面に沿 ってい くと、 うつ ろわぬ愛 に よって結

ばれた幸福 な結婚 とい う理念 は崩壊 し、御伽噺 の よ うな結婚物語 は成 立 しな くなるのであ る。

4

さて古典 的本 質 に満 た され た調和 的生 を生 きる こ とを願 った カ ロ リーネ であ るが、実 は彼

女 に とって も生 は もはや 自明で明確な ものではなかった。 それが強 く出てい るのが 『ヴァル タ

ー とナ ンニー』で あ り、 この『物語集』の中で最 も問題 をは らんだ作品で ある。単純 で素朴 な主

人公 たちに対 して、敵役 の ローベル トとレオ ノー レは ロマン主義的 な複雑 で個性 的な興 味深い

人格 である。

エ ゴイ ス ト、 ローベル トの性格 は次のよ うに描 かれ る。

ロー ベル トは大 きなカ と素 質 をもった人物 であ るが 、 自然 によ り、或 いは偏 った教育 の

ため に内 的平衡 の感 覚 に欠 けてい た。愛 と信 頼 を持 たず 、彼 の生は果 て しない上 り下

り、牽 引 と拒絶 であ った。今 日は彼 の燃 える よ うな空想 が天上 的な美 しさをあたえた対

象 を、 明 日は彼 の洞 察力が裸 に して しま った。 か きたて られ た欲 望の熱狂 状態 を彼 は愛

と呼んだ。 享楽や 、また は戻 って きた醒 め た精神 が 、消えた欲望 の対象す べて を空 うな

灰 の塊 に変 えて しま うの で、生は幻滅 が繰 り返 され た後 、終 に恐 ろ しい荒 野 として彼 の

精神 の前 に横 たわ る。 彼 はただ、 自分 の強い燃 え るよ うな想 像力 の生み 出 した姿 と共 に

生 き、それ を哲学体 系 と して、 自由な普遍 的 な見解 の果 実 と して、内的形成 の花 と して

驚 き、敬 うのだった。(3-283)

彼 はナ ンニー を教育 し、 自分 の世界 に引 きいれ 、彼 女 の道 義性 が緩 み、貞淑 さが揺 ら ぐこ

とを望んでい るが、単 なる誘惑者 ではな く、新 しい世界観 の体現者 なので ある。

一方
、 ヴァル ター も世慣 れ た レオ ノー レの魅力 と策略 とに よって篭絡 され そ うになる。 彼

女 も単な る悪女 ではな く、実 はローベル トのかつ ての恋人 として、彼 に教育 されてその ロマ ン

主義的哲学 と世界観 を身 につ けた女性で、いわ ばナ ンニー の教育が成功 した場合、その未来の

姿 なので ある。

しか しレオ ノー レは ローベル トにこ う手紙で訴 える。

なぜ我 々の虚 栄心は永遠 な る変転 の 中にあ って一 貫性 を望 むの で しょ うか。 流れ はその

岸 を変 え、 山は形 を変 え るのに、なぜ我 々 はあ らゆ る元素 の変化 きわ ま りないた わむれ

か ら不変性 を要 求す るので しょ うか。私 が憎む のは、晴れや か な喜びや享楽 の瞬 間 を石

化 したメ ドゥサに造 りか える よ うな 、あ らゆる種類 の要求 を生み 出す関係 にほか な りま

せ ん。 この よ うな生 きかた で幸せ で い られ るか ど うか はまた別 の問題 です。 しか し誰が

いっ も幸福 だ とい うので しょ う。 私 は胸 の中に言 い表せ ない 空虚 さを感 じて い るこ

とは 自分で も否 定で きませ ん。 も しなん らか の不 断の 関心 が解 けた糸 を繕 り合わ さない

な らば、生 は無 内容 にな らざるを得 ない と私 には思 えるのです。欲 望は無理や り我 々 を

結 果へ 追いや ります が、それ 以外 に何 がそ こか らでて くるで しょ うか。 ローベル ト、 あ

なた が私の存在 を、 いかな る枠 に も従 わない 自由へ と教育 して下 さった こ とを私 は感 謝
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すべ きなの で しょ うか。 私 はそれ をほん と うに 自由 と呼ぶので しょ うか。 それ はひ よつ

とした ら、 よ りどころのな さと呼ぶべ きではない で しょ うか。 ある関係(優 美 の女神 た ち

はそれ を避 けるの です が)の 中で 、半ば誠 実でい るためだ けで も、私 の周 りの人 々が どん

な に苦 しみ 、欺かれ 、失望す るか を見 る と、友 よ、私 は感謝 の念 を もって あなた の こ と

を思 うのです。 しか し、 どこかで真 実 と誠 実 さ との生 きた 姿が見 られ る とした ら、 良き

夫 に よって愛 され、 はつ らつ と した子 供た ちに囲 まれ た健気 な女性 こそそれ だ と私 は思

うのです。彼 女が小 さな世界 内の作 用す る愛 で あ り慈悲深 い神 で あ る様 子 こそ が。 その

ときに は、 ローベル ト、 あなたは悪 しき天使 と して 私の前 にい るのです。 私 に不信 仰 を

伝 えて、 この無垢 の楽園へ の道 を閉 ざ して しまった堕天使 と して。 一 あ あ、何 か あ る

うつ ろわ ぬ愛が ほ しい とい う深い欲 望が、輝 か しい 姿 を した天 国の黄金色 の雲 を も 自分

の次元 にまで 引きず りお ろ して しま うのです。 一 それ は姿 を消 します。 一 しか し、

それ を泣 き悲 しむ こと自身が生 の甘美 な幸福 ではないで しょ うか。(3-373)

ここで提 出 され てい るのは近 代的 自我 の 問題性 であ り、古典 的 で完結 的 した世界観 や人 間

観 に もはや安住 できず 、それ を喪失 と意識 す るロマ ン主義的世界理解で ある。ナ ウマンはそれ

を的確 に「こ こでテーマ となってい るのは、反省 、省 察 とい う堕罪 で ある。単純 で分か たれ な

い意識 の楽園か ら自由 とい う混沌の世界へ、不安定へ と追いや られた 自立的 自我 の分裂 した意

識 であ る」と述べてい る6)。

だ とす る と、 トワイ ヨンも言 うよ うに、 ここで追 求すべ きなのは 「筋の核 をなす 愛の縫れ で

は な く、それ と結びっ いた感情 と思考」7)であ る。実 際、ナ ンニー もヴァル ター もそれ ぞれの

誘 惑者 に対 して単 なる誘惑以上の ものを感 じ、二人の体現す る広い世界 を垣 間見てか らは、 こ

れ までの彼 らの狭いつつ ま しい世界 を批判的 に眺 めて しま うといった具合 に、いわばアイデ ン

テ ィテ ィーの揺 らぎを覚 えは じめていたので ある。

しか し作者 は結 局 は物 語 を どたばた劇 に終わ る主人公 たちの救 出劇 として しまい、瀕 死の

重病 に陥 る ヒロイ ン、修道院へ の保護、決闘 、和解 、改俊 とい った冒険小説 につき もののモテ

ィー フを積み重ね て、お きま りの幸福 な結婚 に落 ちつ かせ て しま う。

5

さて、 この『物 語集 』で は、カ ロ リー ネは男女の貞節 に基づ いた調 和的 な愛お よび結婚 とい

う理念 を守 るた めに、物語 を御伽噺 の次元 に止 めた り、男女の心理についての説明 をは ぐらか

した り、便宜結婚 を肯定す る諦念物語 に仕 上げてきた。

しか し根本的 に は対 の関係 その ものが彼女 に とっては非常 に不安定 な もの と意 識 され て い

た とも言 えるのではないだろ うか。

この点 に 関 してナ ウマ ンの解釈 を聞いてみ よ う。ナ ウマ ンはカ ロ リー ネの人生 にも作品 に

も頻繁 に現れ る 「三角 関係 」に注 目して、 その意 味 を特 に 『ア グネ ス ・フオ ン ・リー リエ ン』の

結末 部分 につ いて こ う解説 してい る。 「三 角形 はカ ロ リーネ の作 品で は もつれ た地 上的 有限

性 、歴史 、物語 の基礎形象 であ る。 三角形 は しか しまた彼 女の物語 に とって調 和の記号で もあ
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る 。 家 族 と社 会 の 基 礎 形 象 と し て そ れ は す べ て の ペ ア 関 係 の 目標 で あ り、 家 族 や 友 情 の 環 へ の

拡 大 を 保 証 す る 。 カ ロ リー ネ は エ ロ ス 的 三 角 形 を 解 い て 二 者 関 係 に 持 っ て い き 、 そ の の ち 再 び

三 角 形 へ と補 う」8)。

こ の 対 幻 想 の 危 う さ が 前 章 で と り あ げ た ロ マ ン テ ィ ッ ク な 世 界 理 解 と 一 緒 に な っ て 、 彼 女

が 築 く物 語 の 構 造 を 掘 り崩 しそ うに な っ て い る の だ と も い え る だ ろ う。

カ ロ リー ネ は こ こ で 取 り 上 げ た 完 成 作 品 以 外 に も 、 ロ マ ン 、 短 編 、 ドラ マ な ど の 構 想 や ス

ケ ッ チ を 数 多 く遺 稿 と し て 残 して い て 、 マ ー ル バ ッハ の シ ラ ー 文 庫 に 保 存 さ れ て い る 。 そ こ に

は 自分 の 読 書 体 験 や 人 生 体 験 か ら着 想 した 物 語 の 構 想 が ノ ー トに 書 き と め ら れ て い る の だ が 、

そ れ らは み な こ の 『物 語 集 』と 同 工 異 曲 の 筋 立 て を も っ て い て 、 さ ら に 短 編 の プ ラ ン に 偽 装 し

た ボ イ ル ヴ ィ ッ ツ と の 離 婚 、 ヴ ォ ル ツ ォ ー ゲ ン と の 再 婚 、 ア ドラ ー ス ク ロ ン と の 関 係 を 暗 示 す

る 記 述 な ど も あ る と い う9)。

こ の よ う に お び た だ し い 物 語 を 構 想 し 、 書 き な が ら 、 だ が 彼 女 は 現 実 の 自 分 に つ い て 、 自

分 の 敢 行 し た 反 抗 の 数 々 に つ い て は 一 切 語 らず 、 自分 を 消 し て し ま お う と し た の で あ る。 自 分

の 身 に ひ き う け た 諦 念 す ら も書 く こ と は な く 、 シ ラ ー の 伝 記 に お い て も 「シ ラ ー 夫 妻 の 高 貴 な

姿 を 輝 か し い 色 彩 で 描 く こ と で 、 自 分 は 夫 婦 の 栄 光 の 背 後 に 身 を 隠 し て し ま っ た 」の だ っ た10>。
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